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１. はじめに 
 

画像認識において，パターンマッチングは広く用いら
れる手法であるが，一般に画像データには対象物のほか，
背景や他の物体が写りこんでいる場合が多く，入力画像
をそのままキー画像としてマッチング処理を行ったので
は上手くいかないことが多い． 
そのためにまず前処理として対象となる画像にラベリ

ング処理やオブジェクト抽出等を施し，マッチング処理
を行う領域をあらかじめ切り出した後，それをもとに処
理を行う手法が一般的である．[1] 
しかしながら，複数の細かいオブジェクトによって領

域が構成されている場合などでは，単純な色相を用いた
ラベリング処理やエッジ抽出では目的に即した領域を自
動的に切り出すことは困難である． 
そこで本研究では，人間の目で見て自然な領域分割を

行うことを目的とし，類似画像検索エンジンを領域分割
に応用する試みについて述べる． 
 

２. 提案手法 
 
２．１ 類似画像検索エンジンと画像データベース 
まず，画像データベースに領域を分割するための分割

パターン画像を用意する．分割パターン画像とは，あら
かじめいくつかの幾何学的な分割パターン（縦分割や横
分割など）を選び，各分割領域に適当なテクスチャを割
り当てた２５６×２５６ピクセルの画像である． 
 つまり，分割パターン画像はプリミティブな領域分割
のパターンを表す．類似画像検索エンジンはリコーの類
似画像検索エンジン[2]を用いた．類似検索のための画像
特徴量は色ヒストグラム/代表色/配色/エッジ/エッジ分
布/テクスチャ/テクスチャ分布であり，各特徴量を重み
付けすることにより検索を行う．以下の実験では重み係
数は経験的に定めた固定値を用いた． 
 
２．２ 分割処理 
類似検索エンジンを用いた分割処理の流れを図１に示

す．まず，対象となる画像を検索キーとして分割パター
ン画像データベースから類似画像を検索する．次に検索
された分割パターン画像に基づいて入力画像を分割する．
その後，分割された領域毎に，その部分領域を２５６×
２５６ピクセルに正規化した画像を検索キーとして再度
類似検索を行う．こうして得られた分割パターン画像に
基づき，取り出した分割領域をさらに分割する．このよ
うな処理を繰り返し，次々と階層的に細かく分割を続け
ていく．分割処理の回数は階層によらず指定されたｎ回
とした． 

 
 

 
２．３ 領域の統合処理 
 分割された領域は，部分毎に逐次的な分割を行うため，
望ましくない分割も施されてしまう．そこで，分割した
領域についてそれぞれ隣接する領域との類似度を用い，
隣接領域を統合する処理を行う必要がある． 
２つの隣り合う領域の統合は，類似画像検索の時に用

いた画像特徴量とその重み係数の積和より，２つの隣り
合う領域の類似度を算出し，経験的に定めた閾値により
判定する．類似検索エンジンによる類似度の算出のため，
ここでも各部分領域は２５６×２５６ピクセルのサイズ
に正規化する． 
 

３．評価実験 
 
３．１ 実験条件 
 図２の９種類の分割パターンを持つ画像（以下ＤＢ
１），及び図２(d)(g)の２種類のみからなる画像（以下
ＤＢ２）を保持する２つのデータベースを用意した．テ
クスチャパターンは図３の６種類とした． 
 それぞれの分割のパターン毎に６種類のテクスチャを
割り当て，同じテクスチャが１つの分割パターン画像内
に重複しないように全ての組み合わせについて作成し，
(e)の１枚を除く分割パターン画像をデータベースに用意
した．類似画像検索における画像特徴量の重み係数は，
グレースケール画像を用いたため，色ヒストグラム/代表
色/配色の重み係数は０とし，エッジ分布/テクスチャ分
布/エッジ/テクスチャを１:１:０.７５:０.５とした．Ｄ
Ｂ１は計４２５枚，ＤＢ２は計１２５枚の画像を保持す
ることになる．また，実験に用いた画像は，図４(1)(2)
のような２５６×２５６ピクセルのグレースケール画像，
及びカラー画像(3)を用いた． Successive Region Splitting by Relevant Image Search Engine    
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図９ 入力画像(2)に DB2 を用いて 20 回分割を行っ
た結果とそれを統合した結果 

図８．図７を類似度によって統合した結果 

(1) (2) 

図７．DB1 を用いて 20 回分割を行った結果 

(1) (2) 

図６．図５を類似度によって統合した結果 

(1) (2) (3) 

図５．DB1 を用いて 10 回分割を行った結果 

(1) (2) (3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．２ 実験結果 
 対象となる画像(1)(2)(3)を，ＤＢ１を用いて１０回分
割を行った結果を図５に示す．同様に画像(1)(2)を２０
回分割した結果を図７に示す．また，１０回分割，２０
回分割を行った画像に対してそれぞれ統合処理を行った
結果を図６，図８に示す．異なる画像データセットによ
る結果の相違を示すため，入力画像(2)においてＤＢ２を
用いて２０回分割した結果と統合処理を行った結果を図
９に示す． 
 
３．３ 考察 
 提案手法により，特定の特徴抽出を行うことなく単純
な領域を抽出することができた．図６のように，図形画
像だけでなく，実画像を用いてその有効性を確認できた．
また，図９に示すとおり，分割手法を変えるのではなく，
分割のためのパターン画像のデータベースを交換するこ
とにより，容易に異なる観点での分割を行うことができ
る．しかしながら，分割された領域から順に再度分割を
行っていくので，領域によっては１回か２回の分割しか
されていない場合も見られた． 
 分割回数を増やすことでより細かく分割できるが，面
積の小さい領域を検索キーとして用いる際，正規化のた
めに望ましい結果にならない場合がある． 
 一方，データベースに用意したテクスチャパターンと
極めて類似度の小さい領域が存在する場合，効果的な分
割は困難である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ４．まとめ 
 
いくつかのテクスチャを組み合わせた分割パターン画

像を保持する画像データベースを利用し，類似画像検索
エンジンによって効果的な領域分割を行う手法について
述べた．領域が複雑な形状をしていた場合には分割回数
を多くし，より細かく分割を行う必要があるが，データ
ベース中のパターンに斜め分割を含めることなども効果
的である．データベースの検討，及び，適当な分割回数
の設定は今後の課題である．また，他のカラー画像や自
然画像を用いて提案手法の有効性を引き続き検証したい． 
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図３．分割パターン画像の種類 

図４．実験用画像 
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図２．分割パターン画像の種類 
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